
 

○総合地球環境学研究所研究プロジェクト実施細則 

 

平成２２年１２月２０日制  定 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、総合地球環境学研究所研究プロジェクト規則（平成２２年１２月２０日制定。

以下「規則」という。）第８条の規定に基づき、総合地球環境学研究所（以下「研究所」という。）

における研究プロジェクトの実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この細則において、「基幹研究プロジェクト」（以下「基幹プロジェクト」という。）とは、

次条の手順を経て実施される研究プロジェクトをいう。 

２ この細則において、「連携研究プロジェクト」（以下「連携プロジェクト」という。）とは、第４

条の手順を経て実施される研究プロジェクトをいう。 

３ この細則において、「基幹ＦＳ」とは、基幹研究ハブ（以下「ハブ」という。）が次条に定める手

順を経てＦＲに移行することを目指して実施するＦＳをいう。 

４ この細則において、「連携ＦＳ」とは、公募により採択したＩＳから移行したＦＳで、第４条に

定める手順を経てＦＲに移行することを目指して実施するＦＳをいう。なお、規則第２条第２項に

定めるＦＳとは、基幹ＦＳと連携ＦＳを総称したものをいう。 

５ 研究プロジェクトが終了した後、当該研究をコンプリーテッドリサーチ（ＣＲ）と呼ぶ。 

（基幹プロジェクトの立ち上げ） 

第３条 連絡調整会議は、ハブが提案した研究課題を、公開ヒアリングを実施のうえ、研究プロジェ

クト所内審査委員会（以下「ＰＲＴ」という。）の審査を経て、基幹ＦＳとして採択する。 

２ 基幹ＦＳの実施期間は、原則として６ヶ月ないし１年とする。 

３ 基幹ＦＳから基幹プロジェクトへの移行は、研究プロジェクト評価委員会（以下「ＰＥＣ」とい

う。）での評価に基づき、連絡調整会議での審議を経て運営会議で決定する。 

４ ＰＥＣに付議する基幹ＦＳの決定については、公開ヒアリングを実施のうえ、ＰＲＴの審査を経

て、連絡調整会議が決定する。 

５ 第３項の手続きにおいて、基幹プロジェクトへの移行が認められたにもかかわらず次年度当初に

開始することができない場合、基幹プロジェクトの開始までは基幹ＦＳとして研究を継続するもの

とする。 

６ 連絡調整会議は、第３項の手続きにおいて基幹プロジェクトへの移行が認められなかった基幹Ｆ

Ｓの継続の可否等について決定する。 

７ 運営会議は、連絡調整会議の審議を経て、基幹プロジェクトのＰＲ期間を決定する。 

８ 基幹ＦＳ及び基幹プロジェクトの研究費配分については、連絡調整会議で審議決定する。 

（連携プロジェクトの立ち上げ） 

第４条 ＩＳは、所内外への公募を行い、その採択については、所定の形式による書面審査及び公開

ヒアリングを実施のうえ、ＰＲＴでの審査を経て連絡調整会議で決定する。 

２ ＩＳの公募手続き等は、連絡調整会議の議を経て所長が決定する。 

３ ＩＳの実施期間は、６ヶ月ないし１年とする。 

４ ＩＳから連携ＦＳへの移行は、公開ヒアリングを実施のうえ、ＰＲＴの審査を経て連絡調整会議

で決定する。 

５ 連絡調整会議は、特例として研究推進戦略センターの推薦を受けた研究課題を、公開ヒアリング

を実施のうえ、ＰＲＴの審査を経て、連携ＦＳとして採択できる。 

６ 連携ＦＳの実施期間は、原則として６ヶ月ないし１年とする。 

７ 連携ＦＳから連携プロジェクトへの移行は、ＰＥＣでの評価に基づき、連絡調整会議での審議を

経て運営会議で決定する。 



８ ＰＥＣに付議する連携ＦＳの決定については、公開ヒアリングを実施のうえ、ＰＲＴの審査を経

て、連絡調整会議が決定する。 

９ 前項の手続きにおいて、ＰＥＣに付議されなかった連携ＦＳは、ＰＲＴの審査を経て、次年度も

連携ＦＳとして継続することができる。 

１０ 第７項の手続きにおいて、連携プロジェクトへの移行が認められたにもかかわらず次年度当初

に開始することができない場合、連携プロジェクト開始までは連携ＦＳとして継続するものとする。 

１１ 第７項の手続きにおいて、連携プロジェクトへの移行が認められなかった連携ＦＳは、ＦＳ責

任者の希望があれば、次年度に限り連携ＦＳとして継続することができる。 

１２ 運営会議は、連絡調整会議の審議を経て、連携プロジェクトのＰＲ期間を決定する。 

１３ ＩＳ、連携ＦＳ、連携研究プロジェクトの研究費配分については、連絡調整会議で審議決定す

る。 

（研究プロジェクトメンバー） 

第５条 研究プロジェクトメンバー（以下「メンバー」という。）はリーダーが選任し、次の資格を

満たすものとする。 

一 大学その他の研究機関に所属する研究者 

二 大学院生 

三 その他、プログラム主幹が上記と同等の研究推進能力を有すると認めたもの 

２ 所長は、原則として、前項により選任されたメンバーについて、人間文化研究機構共同研究員規

程に基づく共同研究員の委嘱を行う。 

（コアメンバー） 

第６条 研究プロジェクトのコアメンバーは、次の資格を満たすものとする。 

一 所内の常勤研究教育職員、非常勤研究員、外国人研究員、国内客員教授、国内客員准教授 

二 所外の大学その他の研究機関に所属する研究者 

（研究プロジェクトの評価等） 

第７条 研究プロジェクトの評価等はＰＥＣが行うものとし、次項から第５項に定める時期に評価等

を行う。 

２ ＰＲは、実施年度に開催されるＰＥＣに報告を行い、コメントを受ける。 

３ ＦＲ（３年のプロジェクト期間とされたものを除く。）は、実施２年目の年度に開催されるＰＥ

Ｃに中間報告を行い、評価を受ける。 

４ ＦＲは、終了１年前の年度に開催されるＰＥＣに終了１年前報告を行い、評価を受ける。 

５ ＦＲは、終了年度に開催されるＰＥＣに最終報告を行い、評価を受ける。 

６ ＰＥＣの評価結果は、印刷物，電子データ及びホームページなどの媒体により広く公表する。 

（ＣＲの評価） 

第８条 ＣＲは、ＦＲ終了後２年目の年度に、ＰＲＴによる研究所としての事後評価を受けることと

する。 

附 則 

 この細則は、平成２２年１２月２０日から施行する。 


